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学校関係者評価報告書 

 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹動物看護カレッジ 学校関係者評価委員会は、令和３年度学校自己評価に

基づく学校関係者評価を実施致しましたので、ご報告致します。 

                                    令和５年３月２日 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹動物看護カレッジ 

学校関係者評価委員会 

 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて専門学校穴吹動物看

護カレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、専門学校穴吹動物看護カレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての自己評価の

結果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

２．学校関係者評価委員会  

（委員） 

 森川 崇   元高等学校 校長 

 池田 宏樹  香川県立農業経営高等学校 校長 

 蓮井 良太  はすい動物病院 院長 

 木村 昭代  南天堂薬局 薬剤師 

 谷川 紗也歌 本校卒業生 動物病院勤務 

 岸  義典  本校保護者会 支部長 

 

 （学校教職員） 

 岩澤 正俊   専門学校穴吹動物看護カレッジ 校長 

 荒岡 杉   専門学校穴吹動物看護カレッジ 顧問 

 戸倉 潤也  専門学校穴吹動物看護カレッジ 副校長 

 森  純子  専門学校穴吹動物看護カレッジ 課長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．学校関係者評価委員会実施日時 

 開催日時 令和５年３月２日（木）１４：３０～１５：３０ 

 開催場所 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹動物看護カレッジ ５０１教室 

 

４．自己評価結果の説明･報告（自己評価報告書参照） 

当校の｢教育理念｣、｢目的｣及び｢平成２７年度の目標と計画｣について説明。各自己評価項目について｢評

価結果（総括）｣、と｢取組状況とその分析｣、｢今後の改善方策等｣について報告。書式は、香川県版一般

社団法人香川県専修学校各種学校連合会様式にて実施。   

各評価項目について、「A」十分である 「B」おおむね十分である 「C」やや不十分である 「D」不

十分である の４段階にて評価。   

 

５．意見交換、質疑応答 

○ ３－１２教育活動の改善について 

  → 卒業研究の授業において「地域の防災マップ」の作成など、各市や町に関する授業を展開した 

 

○ ４－３学修成果の改善について 

→ Ｒ２からＲ３へ向け、２ポイント増という結果により改善が見られた 

 

○ ５－１２学習支援が改善できていない点について 

→ 国家試験化したため、すべての科目を学んでいただく必要があり、大学卒業者の単位認定は 

今のところ難しいため 

 

○ 愛玩動物看護師試験について 

→ ２月１９日に受験があり、在校生１９名が受験済み。合格発表が３月１７日のため詳細は不明 

  だが、昨年の反省を踏まえ受験対策を行っている 

 

〇 愛玩動物看護師試験後の卒業生への対応について 

  → もし受験後不合格となった学生で申し出があった場合、卒業後も可能な限りのサポートを 

続けていく 

 

○ 卒業生アンケートについて 

→ 数多くあるアンケート項目のうち毎年重点項目を決め、教職員に開示し、対策を取っている 

 

○ ＪＫＣトリマーＣ級試験について 

  → 昨年の反省を活かし、学生１人１人にあった犬を準備し、教員が個別に指導し弱点を克服 

させることでＲ４年度は、目標の１００％合格を達成することができた 

 

○ 就職について 

→ 企業との窓口は、基本広報就職キャリアセンターが中心となる。教員は、本人と保護者の 

希望を元に就職活動に関するフォローを行っていく。 



○ 卒業後の卒業生動向ついて 

  → 企業を担当する部署である、広報就職キャリアセンターを中心に、常に就職先と連絡を取って 

    状況把握に努めている。教務としても、毎年行われるインターンシップの機会を利用し卒業生 

    の状況は把握し、就職指導に活かしている 

 

〇 人と動物の関係学について 

  → 授業の一環で動物介在教育を行っている。その活動を通じて学生のコミュニケーション能力も 

    向上していく。また学生によってはやりがいにもつながるため、今後も続けていく 

 

〇 退学者について 

  → 人間関係と自身の病気の問題が原因であるケールが多い。学校としては、対応する教職員の 

    対応力を高める努力を続けると同時に、専門家による対応も今後進めていく 

 

     貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に添えますよう、教職員一

同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。 

以上 


